試合結果　　　9月22日・23日　日体大記録会　日体健志台

大塚統彦（2年）・5,000ｍで東経大新記録！！！

＜22日（土）＞

10,000ｍ　　　大塚　統彦（2年）　　　34分01秒32

　　　　　　　柱　　欽也（2年）　　　32分10秒32

　　　　　　　三代川淳一（2年）　　　35分40秒39

　　　　　　　小山田典洋（1年）　　　35分16秒07

· 気温33.5度と厳しい残暑の中のレースとなった。

大塚（2）は4,400ｍ付近で先頭集団から脱落し7,000ｍ付近で完全に気持ちが切れる。大塚にとってワーストレース。柱（2）は1,000ｍで先頭に飛び出し5,000ｍを15分45秒で通過するもその後スピードが上がらず。三代川（2）は2,200ｍ付近で脱落。疲労のピークに達しているようだ。貧血の可能性あり。小山田（1）は2600ｍ付近で先頭集団から脱落、走りに落ち着きがなくまだまだ走り込み不足。（副監督・大越）

＜23日（日）＞

5,000ｍ　　　朝比奈　秀（4年）　　15分53秒28　　　　自己新記録
　　　　　　 増田　文彦（4年）　　18分46秒07

　　　　　　 大塚　統彦（2年）　　14分47秒68　　　  東経大新記録・自己新記録
　　　　　　 増田　　啓（2年）　　18分09秒37

　　　　　　 斉藤　博俊（2年）　　16分22秒98

　　　　　　 金子　正春（1年）　　16分28秒07　　　　大学ベスト
　　　　　　 小山田典洋（1年）　　16分01秒38　　　　大学ベスト
　　　　　　 瀬川　陽平（1年）　　16分07秒74

※朝比奈（4）は上手くレースの流れに乗れた。チームリーダーの自己ベストに予選会に向けての士気が上がる。増田文（4）は16分台を目指すも失速してしまった。仲間からのペースメーカーを断った時点で結果は決まっていたのかもしれない。大塚（2）がやってくれた。前日の不甲斐無い走りを払拭し東経新・自己新を達成！！！1989年に大越副監督が出した東経記録14分54秒0を大幅に上回った。斉藤（2）は15分台を狙ってほしかったが、彼の練習量・内容からすると及第点。金子・瀬川（1）は消極的なレースで自滅。小山田（1）は崩れてからの粘りが少し足りなかった。それでも金子・小山田は大学ベスト。（副監督・大越＆コーチ・小西）

　　　　　

PAGE  
19

